Dynamic Torsional Viscoelasticity of Wood by 則元, 京 & 山田, 正
Title木材の動的捩り粘弾性
Author(s)則元, 京; 山田, 正








木 材 の 動 的 振 り 粘 弾 性*







































いた｡測定は温度 200,300,450および 60oC につき絶乾状態から湿潤状態まで6段階につい
て行なった｡湿度調整にはシリカゲルおよび種々塩類の飽和溶液を使用し,また湿潤状態の試
































動的粘性率をそれぞれ l,b,h,f(b/h),G′ぉよび マ′とし, ピアノ線の長さ,半径および動
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的剛性率をそれぞれ I" rおよび G′p とすれば次式で示される｡
K 1-奥地 ･G′, K 2- 笠 ･G′p･ H l-塑型 ∠冬231 31 ･ギ′ -.･------②
いま H/I-2E,K/I-n2と置いて微分方程式①を解けば次のようになる｡
x-x｡e-etsin(府 i+p) ---･---⑧




K l≒筈 -K2-K3･K3≒旦 r14 --------④
~ミニ.モ･.-/
実際に Tl および T2を測定した結果両者はほとんど等しいため,K3≒0となり,木材試料
の動的剛性率 G′ほ次式で示される｡
G与6-h濃 両 〔筈 一豊 ) -.･-----.･･⑤
次に式⑨において減衰振動の振巾を xl,x2,-Xn,- とすれば次式が成立するO
堵 -堵 -.･.-堵 -堵 -･･･-eT3-A
あるいは Inx1-lnx2n_1-neT3-n} ----･･----⑥
ここに スは系全体の対数減衰率である｡ 従って木材試料の動的粘性率 で′ほ次式で示され
る｡
で′-7Gfg(ib7ijJt4･606I-1i9g祭 -(H2･ H3)i ･･---州 .･⑦
また ll,)L2および JT3をそれぞれ木材試料,ピアノ線およびパラフィンの対数減衰率とすれ
ば jL-).+iL2+13となり,従って試料の内部摩擦 tan∂ほ次式で与えられる｡


















O:20oC ●:30oC @ :45oC ◎:60oC
O























































































































































viscosityhavenottheminimum valueatlow moisturecontent. Theinnuenceof
temperatureontheviscosityofwoodisdiferentatlow moisturecontentandat
highmoisturecontent.Atlowmoisturecontenttheviscositydecreaseswithincreas-
ingtemperatureandathighmoisturecontentitincreaseswithincreasingtempera一
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